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の
採
用
を
内
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
在
留
資
格
証
明
書
」
の

取
得
手
続
き
を
経
て
、
女
性
２
名
に

関
し
て
は
昨
年
11
月
下
旬
に
入
国
し
、

１
カ
月
間
の
日
本
語
・
日
本
で
の
生

活
習
慣
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
管
理
基
礎

知
識
な
ど
の
研
修
を
経
て
、
12
月
下

旬
に
就
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

男
性
２
名
は
本
年
２
月
初
旬
に
入
国

し
て
３
月
初
旬
に
就
業
を
開
始
、
残

り
４
名
は
２
月
下
旬
に
入
国
し
て
４

月
１
日
よ
り
就
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

通
常
、
出
入
国
在
留
管
理
局
か
ら

発
給
さ
れ
る
「
在
留
資
格
証
明
書
」

の
取
得
に
は
３
カ
月
間
程
度
の
審
査

期
間
が
必
要
で
す
。
今
回
の
８
名
の

入
国
日
に
３
カ
月
程
度
の
ず
れ
が
生

じ
た
理
由
は
、
こ
の
「
在
留
資
格
証

明
書
」
を
入
手
す
る
審
査
期
間
に
相

違
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

在
留
資
格
「
技
人
国
」
に
よ
る

「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
と
し
て
の

外
国
人
就
労

　

２
０
２
３
年
12
月
４
日
、
長
野
県

知
事
と
ベ
ト
ナ
ム
駐
日
大
使
の
立
会

い
の
下
に
、「
ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業

大
学
」・「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

長
野
県
Ｐ
Ｓ

　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
断

を
挟
み
な
が
ら
、
人
材
不
足
が
著
し

い
コ
ー
ス
管
理
部
門
に
在
留
資
格
「
技

術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」（
以
下
。

「
技
人
国
」）
に
よ
っ
て
外
国
人
の
就

労
が
可
能
と
な
る
ス
キ
ー
ム
の
確
立

を
目
指
し
、
会
員
ゴ
ル
フ
場
の
協
力

を
得
て
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ト
ナ

ム
国
立
農
業
大
学
（
ベ
ト
ナ
ム
農
大
）

卒
業
生
８
名
を
「
コ
ー
ス
管
理
技
術

者
」
と
し
て
就
労
さ
せ
る
こ
と
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
の
実
施
に
よ
り
、

「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
と
し
て
ベ
ト

ナ
ム
農
大
卒
業
生
を
在
留
資
格
「
技

人
国
」
に
よ
り
会
員
ゴ
ル
フ
場
で
雇

用
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
機
関
と

の
連
携
や
、
雇
用
企
業
の
必
要
経
費

が
約
67
万
円
程
度
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
確
認
が
で
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

会
員
ゴ
ル
フ
場
を
対
象
に
、「
コ
ー

ス
管
理
技
術
者
の
求
人
取
次
」
の
受

付
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
１
月
に
３
社
８
名
の
求
人
募

集
を
依
頼
し
、
６
月
に
ベ
ト
ナ
ム
農

大
に
お
い
て
採
用
面
接
を
実
施
し
て
、

卒
業
生
８
名
（
男
性
６
名
・
女
２
名
）

　

ゴ
ル
フ
場

業
界
は
、
人

手
不
足
に
悩

ん
で
お
り
、

特
に
コ
ー
ス

管
理
部
門
に

お
け
る
人
材

不
足
が
深
刻

な
状
況
だ
。

経
営
者
団
体

で
は
そ
の
悩

み
を
解
決
す

べ
く
外
国
人

材
を
登
用
す

る
道
を
探
り

始
め
た
。

　

今
回
は
、
一
般
社
団
法
人
・
日
本

ゴ
ル
フ
場
経
営
者
協
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｋ
）

に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大

学
や
国
内
の
研
修
機
関
と
の
折
衝
に

あ
た
っ
た
大
石
順
一
専
務
理
事
に
外

国
人
材
「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
雇

用
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
寄
稿
し

て
い
た
だ
い
た
。

「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
国
立
農
業
大
学
卒
業
生

８
名
が
就
労
開
始 ４

月
７
日
、
ベ
ト
ナ
ム
農
大

か
ら
学
長
以
下
17
名
の
視
察

団
が
来
日
し
、
桜
の
花
が
咲

き
誇
る
コ
ー
ス
に
て
記
念
撮

影
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し
て
い
る
こ
と
。「
コ
ー
ス
管
理
技

術
者
」
の
場
合
の
専
攻
科
目
例
は
、

農
学
・
農
芸
化
学
・
農
業
工
学
・
地

域
農
学
・
農
業
総
合
化
学
・
林
学
な

ど
で
す
。

　

第
２
点
は
、
日
本
人
が
働
く
場
合

に
受
け
る
報
酬
と
同
等
以
上
の
報
酬

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
在
留
資
格
「
技

人
国
」
で
は
、「
技
能
実
習
制
度
」
な

ど
で
必
要
と
な
る
監
理
団
体
に
対
す

る
月
々
の
「
監
理
費
用
」（
３
万
５
０

０
０
円
程
度
）
が
不
要
で
す
の
で
、

月
額
賃
金
が
大
卒
並
み
で
あ
っ
て
も
、

雇
用
企
業
の
雇
用
コ
ス
ト
は
技
能
実

習
制
度
と
大
き
な
差
が
生
じ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

第
３
点
は
、
在
留
資
格
「
技
人
国
」

Ｐ
Ｏ
や
さ
し
な
の
は
、
厚
生
労
働
省

認
可
の
職
業
紹
介
所
で
、
ベ
ト
ナ
ム

農
大
と
の
間
で
「
人
材
紹
介
に
係
る

業
務
委
託
契
約
」
を
締
結
済
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
急

速
な
経
済
発
展
に
伴
い
、
今
後
10
年

間
で
約
１
０
０
以
上
の
ゴ
ル
フ
場
開

発
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、「
コ
ー
ス

管
理
技
術
者
」
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
両
国
の
ゴ
ル
フ

場
業
界
が
直
面
す
る
課
題
解
決
と
、

両
国
ゴ
ル
フ
場
産
業
が
人
材
交
流
を

通
し
て
発
展
す
る
と
の
判
断
か
ら
、

前
述
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
ま
し
た
。

在
留
資
格
「
技
人
国
」
と
は

「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
は
、「
理
系

の
技
術
や
知
識
を
必
要
す
る
一
定
水

準
以
上
の
業
務
」
で
す
の
で
、
在
留

資
格
「
技
人
国
」
で
外
国
人
材
が
就

労
可
能
な
職
種
に
該
当
し
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
次
の
３
点
を
全
て
満
た

し
て
い
る
場
合
に
就
労
許
可
が
出
さ

れ
ま
す
。

　

第
１
点
は
、
一
定
水
準
以
上
の
業

務
を
行
う
た
め
の
技
術
や
知
識
に
関

す
る
科
目
を
専
攻
し
て
大
学
を
卒
業

ふ
く
し
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
や
さ
し
な

の
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
さ
し
な
の
）
並
び
に

「
Ｎ
Ｇ
Ｋ
」
の
３
者
は
、
日
本
・
ベ
ト

ナ
ム
の
両
国
に
お
け
る
ゴ
ル
フ
普
及

と
ゴ
ル
フ
場
産
業
の
発
展
を
目
指
し

て
「
人
材
交
流
覚
え
書
」（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｕ
に
よ
り
、
人
材
不
足

が
著
し
い
コ
ー
ス
管
理
部
門
へ
の
在

留
資
格
「
技
人
国
」
で
ベ
ト
ナ
ム
農

大
卒
業
生
の
就
労
を
可
能
と
す
る
ス

キ
ー
ム
へ
の
道
が
拓
か
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
ゴ
ル
フ
場
業
界
で
は
、
少

子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど
で

コ
ー
ス
管
理
人
材
の
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
農
大
に
お
い
て
、
農
学
・

作
物
栽
培
学
・
農
芸
化
学
な
ど
を
履

修
し
た
人
材
を
雇
用
す
る
ニ
ー
ズ
に

は
、
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
で
は
、
在
留
資

格
「
技
人
国
」
に
必
要
な
専
門
知
識

を
ベ
ト
ナ
ム
農
大
で
履
修
し
た
人
材

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
さ
し
な
の
経
由
で
「
コ

ー
ス
管
理
技
術
者
」
と
し
て
就
労
す

る
ス
キ
ー
ム
を
、
Ｍ
Ｏ
Ｕ
の
締
結
に

よ
り
実
現
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
Ｎ

で
の
就
労
外
国
人
が
、「
安
定
性
・
継

続
性
」
を
も
っ
て
日
本
で
の
就
労
活

動
を
行
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
雇
用
す
る
会
社
の
経
営
状

態
の
安
定
性
・
継
続
性
に
つ
い
て
も

審
査
対
象
に
な
り
ま
す
。

「
技
人
国
」
で
許
可
さ
れ
る
在
留
期

間
は
、「
５
年
・
３
年
・
１
年
又
は
３

カ
月
」
で
す
が
、
初
め
て
許
可
さ
れ

る
期
間
の
多
く
は
１
年
間
で
の
更
新

で
す
。

　

ま
た
、「
技
人
国
」
で
在
留
資
格
を

取
得
し
た
外
国
人
は
、
同
一
職
種
で

の
転
職
が
日
本
人
と
同
様
に
可
能
で

す
。
但
し
、
転
職
先
の
給
与
額
や
会

社
の
財
務
状
況
な
ど
が
審
査
対
象
と

な
る
た
め
、
転
職
希
望
者
に
と
っ
て

は
要
注
意
の
事
項
で
す
。

「
求
人
申
込
」
か
ら
採
用
内
定
ま
で

　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
、
会
員
ゴ
ル
フ
場
か
ら

の
「
コ
ー
ス
管
理
技
術
者
」
の
求
人

申
込
を
受
け
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
さ
し
な
の

に
対
し
て
締
結
す
る
『「
コ
ー
ス
管

理
技
術
者
」
採
用
業
務
依
頼
契
約
』

に
基
づ
い
て
適
切
な
人
材
紹
介
を
ベ

ト
ナ
ム
農
大
に
要
請
す
る
よ
う
依
頼

し
ま
す
。
こ
の
依
頼
を
受
け
た
Ｎ
Ｐ

NGK理事とベトナム農業大卒のコース管理研
修生が交流
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先
輩
諸
氏
の
指
導
の
下
に
職
場
に
溶

け
込
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ
た
要
因

は
、
職
務
内
容
を
一
日
で
も
早
く
体

得
し
、
長
期
に
亘
っ
て
日
本
で
就
労

し
て
い
た
い
と
の
強
い
思
い
を
抱
い

て
い
る
た
め
の
よ
う
で
す
。

　

４
月
７
日
、
ベ
ト
ナ
ム
農
大
か
ら

学
長
以
下
17
名
の
視
察
団
が
来
日
さ

れ
、
就
労
状
況
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
授
業
科
目
に
ゴ
ル
フ
場
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
教
科
を
取
入
れ

た
い
こ
と
、
芝
草
の
開
発
研
究
に
着

手
し
た
い
な
ど
の
発
表
も
あ
り
、
相

互
の
連
携
を
よ
り
強
化
す
る
方
向
で

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
か
ら
始
ま
っ
た

Ｎ
Ｇ
Ｋ
の
「
人
手
不
足
」
対
策

に
よ
る
日
本
的
な
感
性
の
会
得
を
目

的
と
し
た
課
外
授
業
も
取
り
入
れ
て

い
る
点
で
す
。
ま
た
、
送
出
し
機
関

が
ベ
ト
ナ
ム
農
大
の
外
郭
団
体
で
あ

る
た
め
、
就
労
者
が
負
担
す
る
準
備

費
用
が
民
間
機
関
の
場
合
よ
り
低
廉

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

在
留
資
格
「
技
人
国
」
で
の
就
労

者
へ
の
賃
金
は
、
国
内
の
大
学
卒
業

者
並
み
と
高
額
で
は
あ
り
ま
す
が
、

技
能
実
習
制
度
な
ど
で
必
要
な
監
理

団
体
へ
の
監
理
費
が
不
要
な
た
め
、

雇
用
側
、
就
労
者
側
の
双
方
に
と
っ

て
実
利
的
な
雇
用
関
係
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

反
面
、
同
一
職
種
で
の
転
職
が
可
能

な
た
め
、
日
常
の
人
事
管
理
面
で
丁

寧
な
対
応
と
配
慮
が
必
要
で
す
。

就
労
後
の
評
価
と

ベ
ト
ナ
ム
農
大
と
の
今
後
の
連
携

　

８
名
の
就
労
状
況
を
、
各
ゴ
ル
フ

場
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
驚
く
ほ
ど
高
い
評
価

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
も
気
が
か
り
な
点
で
あ
っ
た
職

場
内
で
の
意
思
疎
通
は
、
日
常
的
な

職
務
の
遂
行
に
ほ
ぼ
支
障
が
な
く
、

し
ま
す
。
こ
の
間
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
は
、
雇

用
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
さ
し
な
の
・
ベ

ト
ナ
ム
農
大
と
入
国
日
の
日
程
調
整

を
行
い
、
決
定
し
ま
す
。

　

本
ス
キ
ー
ム
で
は
、
入
国
後
の
１

カ
月
間
に
お
い
て
、
就
労
者
の
就
業

が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
充
実
し
た
も
の

に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本
語
・

生
活
習
慣
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
管
理
基

礎
知
識
な
ど
に
関
す
る
強
化
研
修
を

専
門
教
育
機
関
「
感
性
ジ
ャ
パ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
同
組
合
」
で
実

施
し
ま
す
。
具
体
的
な
研
修
内
容
は
、

外
国
人
が
就
労
初
期
に
直
面
す
る
様 

々
な
課
題
を
想
定
し
、
経
験
豊
富
な

教
官
の
指
導
や
行
政
機
関
の
協
力
を

得
て
実
施
し
ま
す
。

今
回
の
ス
キ
ー
ム
の
優
位
性

　

在
留
資
格
に
必
要
な
知
識
・
技
術

の
基
礎
を
出
身
国
の
大
学
で
修
得
し

て
い
る
た
め
、
就
労
時
点
に
お
い
て

他
の
在
留
資
格
制
度
な
ど
に
比
較
し

て
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
本
ス
キ
ー
ム
で
は
、
前

述
の
入
国
後
１
カ
月
間
で
行
う
「
習

熟
研
修
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、「
日
本
文
化
」
に
触
れ
る
こ
と

Ｏ
や
さ
し
な
の
は
、
ベ
ト
ナ
ム
農
大

と
同
大
学
の
外
郭
団
体
「
ベ
ト
ナ
ム

国
立
農
業
大
学
・
投
資
開
発
サ
ー
ビ

ス
有
限
責
任
会
社
」
と
契
約
す
る
「
人

材
紹
介
に
係
る
業
務
委
託
契
約
書
」

に
基
づ
き
、
人
材
紹
介
の
要
請
を
行

い
ま
す
。「
投
資
開
発
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

求
人
募
集
活
動
を
行
い
、
一
定
数
の

応
募
者
が
集
め
ら
れ
た
段
階
で
、
求

人
ゴ
ル
フ
場
に
よ
る
面
接
の
場
（
対

面
、
或
い
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
）
を
設
定
し
、

採
用
内
定
者
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

採
用
内
定
者
が
決
定
し
た
後
、
求

人
ゴ
ル
フ
場
は
「
行
政
書
士
」
に
「
在

留
資
格
証
明
書
」
を
取
得
す
る
手
続

き
を
委
託
し
ま
す
。
通
常
、「
在
留
資

格
証
明
書
」
の
査
定
に
は
、
数
カ
月

を
要
し
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
を
利

用
し
て
ベ
ト
ナ
ム
農
大
で
は
、
採
用

内
定
者
に
対
し
て
日
本
語
研
修
・
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
教
育
な
ど
を
実

施
し
ま
す
（
委
託
先
の
「
行
政
書
士
」

は
、
在
留
資
格
「
技
人
国
」
に
よ
る

申
請
業
務
に
精
通
し
た
方
を
選
定
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
）。

「
在
留
資
格
証
明
書
」
入
手
後
、
ベ

ト
ナ
ム
農
大
で
は
入
国
査
証
の
発
給

を
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
館
に
請
求

芝刈りを行うベトナム農業大学卒の
女性スタッフ
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で
す
が
、
多
く
の
場
合
に
人
手
不
足

を
補
う
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
低
賃
金
や
長

時
間
労
働
と
言
っ
た
労
働
環
境
の
問

題
や
適
切
な
人
材
育
成
が
行
わ
れ
な

い
と
い
っ
た
点
も
あ
り
、
労
働
災
害

の
発
生
や
失
踪
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

相
次
い
だ
た
め
、
２
０
２
７
年
度
を

目
途
に
「
育
成
就
労
制
度
」
に
切
り

替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

の
２
年
間
の
中
断
期
間
を
含
め
、
足

掛
け
９
年
間
の
試
行
錯
誤
の
結
果
、

今
般
の
在
留
資
格
「
技
術
・
人
文
知

識
・
国
際
業
務
」
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

農
大
卒
業
生
を
「
コ
ー
ス
管
理
技
術

者
」
と
し
て
雇
用
す
る
ス
キ
ー
ム
を

何
と
か
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
次

第
で
す
。

調
整
の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
る
国
際
貢
献
を
趣

旨
と
す
る
制
度
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
技
能
実
習
２
号

移
行
対
象
職
種
」
に
認
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、「
ゴ
ル
フ
場
業
界
内
の
合

意
」、「
２
ヶ
国
以
上
の
送
出
し
国
か

ら
の
要
望
書
の
取
付
け
」、「
技
能
実

習
評
価
試
験
制
度
の
創
設
と
財
務
基

盤
の
確
保
」
な
ど
を
ク
リ
ア
し
た
後
、

専
門
家
会
議
に
お
け
る
確
認
及
び
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
条
件
の
中
で
、
一
番
大
き

な
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
全
国
各
地

で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
技

能
実
習
評
価
試
験
制
度
」
の
維
持
管

理
の
問
題
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
は
４

７
都
道
府
県
に
所
在
す
る
た
め
に
試

験
会
場
は
多
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

た
め
、
想
定
受
験
者
数
で
他
の
職
種

並
み
の
受
験
料
で
は
、
維
持
管
理
が

困
難
で
あ
る
と
の
判
断
に
至
り
、「
技

能
実
習
制
度
」
で
の
実
施
を
割
愛
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
の
結
論
に
至
っ
た

次
第
で
す
。 

「
技
能
実
習
制
度
」
は
、
技
能
の
移

転
に
よ
る
国
際
貢
献
が
本
来
の
目
的

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
と

「
技
能
実
習
制
度
」

　

２
０
１
８
年
、
経
済
産
業
省
に
対

し
て
創
設
さ
れ
る
在
留
資
格
「
特
定

技
能
」
の
対
象
職
種
に
認
定
さ
れ
る

可
能
性
を
事
前
相
談
し
ま
し
た
が
、

対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

の
決
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

因
み
に
、
在
留
資
格
「
特
定
技
能
」

は
、「
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対

応
す
る
た
め
に
、
生
産
性
向
上
や
国

内
人
材
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
行

っ
た
上
で
、
な
お
、
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
産
業

上
の
分
野
に
限
っ
て
行
う
」
と
さ
れ
、

一
定
の
専
門
性
・
技
能
を
有
し
即
戦

力
と
な
る
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
と

さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

第
２
目
標
の
「
技
能
実
習
制
度
２

号
移
行
職
種
」
と
し
て
の
承
認
を
目

指
し
ま
し
た
。

「
技
能
実
習
制
度
」
は
、
我
が
国
で

培
わ
れ
た
技
能
・
技
術
・
知
識
の
開

発
途
上
地
域
へ
の
移
転
に
よ
り
、
当

該
地
域
な
ど
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人

づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
制
度
で
、
基

本
理
念
と
し
て
「
労
働
力
の
需
要
の

　

Ｎ
Ｇ
Ｋ
で
は
、
２
０
１
７
年
に
「
業

務
部
門
別
従
業
員
充
足
状
況
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、

全
部
門
で
人
手
不
足
が
発
生
し
て
お

り
、
近
い
将
来
に
は
深
刻
な
状
況
に

な
る
と
の
危
機
感
が
強
い
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
特
に
危
機
的
な
部
門

は
、「
コ
ー
ス
管
理
部
門
」
と
「
キ
ャ

デ
ィ
部
門
」
で
あ
り
、
調
査
前
の
想

定
通
り
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
態
調
査
を
受
け
て
、「
短

期
的
対
策
」
と
し
て
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
な
ど
非
正
規
雇
用
者
の
処

遇
改
善
・
高
齢
者
雇
用
の
促
進
・
Ｉ

Ｔ
化
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
是
正
」、

「
中
長
期
的
対
策
」
と
し
て
「
外
国

人
人
材
の
雇
用
」
を
目
指
す
と
の
提

言
書
を
纏
め
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
は
、「
外
国
人
材
の

雇
用
」
の
第
１
目
標
は
、
創
設
さ
れ

る
「
特
定
技
能
」
の
対
象
に
「
コ
ー

ス
管
理
職
」
の
認
定
を
求
め
る
こ
と
、

第
２
目
標
は
「
技
能
実
習
制
度
移
行

職
種
」
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
前
２
目
標
が
困
難
な
場
合
は
在

留
資
格
「
技
人
国
」
に
よ
る
外
国
人

の
就
労
ス
キ
ー
ム
の
確
立
で
し
た
。

コース管理機械に乗る姿はベテラン
のよう




